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　日本には約30 種ほどのコウモリが生息していま

す。分布や生態が解明されていない種が多く、レッ

ドデータブックの希少種にあげられている種も少なく

ありません。

　コウモリ類の調査にはかすみ網を用いた捕獲調査が

一般的ですが、それには捕獲許可証が必要です。ま

た他の哺乳類に比べ生息確認が困難なこともあり、

これまでのアセスメント調査や自然環境調査では、

調査の対象と扱われない傾向がありました。

　今回は、通常の哺乳類調査時に行えるバットディ

テクター（以下 B.D.）を用いた調査法と、かすみ

網による調査法について説明します。ここでは、食

虫性の小型のコウモリを対象とします。
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　コウモリは超音波を出す動物で、そ

の音の反響によって物を定位する能力

を持ちます。これにより、暗闇の中でも

障害物にぶつからず自由に飛翔したり、

空中を飛び回る動きの速い昆虫を捕ら

えることができるのです。前述のB.D.

は、コウモリの出す超音波を人間の耳

に聞こえるように変換する装置で、暗

闇の中でもコウモリの飛翔を確認する

ことができます。また、コウモリは種に

よって出す周波数帯のピークや音のリ

ズムに違いがみられることから、野外

での識別にある程度利用できます。特

にキクガシラコウモリ科のコウモリは、

コンスタントな周波数を主に出すコウ

モリで、B.D.を用いた調査では捕獲す

ることなく種の同定が可能です。しか

し、ヒナコウモリ科のコウモリでは、似

かよった周波数帯にピークを持つ種も

あり、B.D.だけでなく、飛翔形や大き

さ、周辺環境を考慮に入れ、種の推定を

行うことが必要となります。B.D.によ

です。また、廃屋などは洞窟性コウモリ

が単独で利用することもあります。

　採餌場所として見つけやすいのは、

強力な光源のあるダムサイトや野

球場、外燈など、餌となる昆虫が集

まる場所です。水辺周辺も好適な

採餌場所で、川の平瀬や淵、池や湖

などで、発生する水生昆虫などを

採餌します。また、樹幹の鬱閉した

林道も採餌や移動のルートとして

利用します。

　調査は、可能性のあるねぐらや

採餌場所で日没頃から待機し、

B.D.を用いてコウモリを確認しま

す。洞窟や廃屋に侵入できる場合は、懐

中電灯とB.D.を用いて種の確認を行い

ます。特に洞窟は、どう利用されている

かを調べることが大変重要です。その

地域のコウモリの繁殖や冬眠の場所に

なっているかもしれないからです。こ

の際注意すべき点は、コウモリが大変

神経質になる出産初期（６～７月頃）は

洞窟への侵入を避ける、冬眠時期には、

調査を短時間で切り上げ、コウモリを

目覚めさせない、などです。
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　では、野外ではどうすればよいので

しょうか。

　まずは、コウモリのねぐらや採餌場

所となる環境を探し、糞や食痕などの

痕跡を探します。ねぐらは種によって

異なり、次の３タイプに大きく分かれ

ます。原生林や神社、屋敷林などにある

大木の樹洞を利用する樹洞性のコウモ

リ、鉱山跡や防空壕などの洞窟を利用

する洞窟性のコウモリ、人家や学校な

どの建物を利用する住家性のコウモリ

るサンプルデータを『コウモリウォッチ

ングガイド』（ナチュラリストクラブ,

1995）から転載したのが以下の表です。
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（原案◆本社自然環境調査室・浅尾勝彦／イラスト◆飯塚要）

　コウモリの捕獲には「鳥獣保護及狩

猟ニ関スル法律」に従い、捕獲許可を得

る必要があります。許可期間は６ヶ月

以内で、事務処理に３～４ヶ月ほどか

かることがあるため、コウモリの活動

時期（春から秋にかけて）を考慮すると

かなり早めの手続きが必要です。

　かすみ網を設置する場所は、夜間、事

前にB.D.を用いてコウモリの利用する

ルートを調べておきます。これをして

おかないとせっかくの調査を棒に振る

ことになります。用意する物は、かすみ

網（いろいろな大きさがある）、竿（ア

索表、哺乳類科学46;11-20』（前田喜四

雄,1983)や『日本の哺乳類』（東海大学

出版会,1994）を用います。

　コウモリ類の調査は特殊なイメージ

があり、なかなか調査する側にも受け

入れられないのが現状です。コウモリ

類の生息がその自然環境をどう指標す

るかについてはまだ研究途上にありま

す。しかし、日本に住むコウモリのうち

樹洞性コウモリが大半を占めることや、

森林内の昆虫類の個体数調整に果たす

役割が大きいことなどから、コウモリ

は森林という生態系の中の重要な一員

であると考えられます。現状では、森林

伐採や洞窟の消失とともに、確実に個

体数を減らしている動物です。知らな

い間にいなくならないように、まずは

調査対象に掲げる姿勢が大切かと思い

ます。

（フリー調査者・今関真由美・特別寄稿）

　

ユ竿や塩化ビニール管など）、軍手、懐

中電灯、計測用具、温度計、紐です。　

森林内や水辺で採餌するコウモリを捕

獲するには、図のように、樹冠が閉ざさ

れ空いた空間をかすみ網でほぼ完全に

遮断できるような場所を選定します。

竿は周囲にある木の幹や石などにくく

りつけ固定し、日没前には網を張り待

機します。　かすみ網の見回りは、15分

から30分おきに行い、捕獲されたとき

は速やかに網からはずし、軍手などの

小さな容れ物に移し入れます。かかっ

たコウモリを放置しておくと、穴を開

けて逃げることがあるので注意が必要

です。同定には『日本産翼手目の分類検

コウモリ類調査の必要性

かすみ網を用いた
           捕獲調査


